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1 「バ1 アフ1 ーマスープーンと「バ1アフ1 と

住)目的

長崎市においては、バリアフリー法に基づき「長崎市バリアフリー基本構想(平成26年2月)」を定め、関係

機関とともにハード面・ソフト面におけるバリアフリー化を推進しているが、現基本構想の目標年次が令和2

年度となっており、また、平成30年11月に改正バリアフリー法が施行され、移動等円滑化促進方針(マス

タープラン)制度が創設されたこと等を受け、周辺環境や制度の変化に合わせて基本構想を改訂するとと

もに、長崎市バリアフリーマスタープランを策定する。

②位置付け

ヨ晶咽宙卯四夛ヲψ]可易会]ランの定

'

●高齢者、障害者等の移動等円滑化の促進に関する法律

●移動等円滑化の促進に関する基本方針

1、

即す

【上位計画】

●長崎市第四次総合計画

即す

長崎市バリアフリー

マスタープラン

(計画期間:R3~R7)

即す

ぴ lf1 アフリ ^

2 バ1 アフ1 -

ノ丈1 71

既存施設等を対象とした、ノ゛ 71一の き 百のこと

本構想には、以下に示す特定事業を位置づけており、こらは三宙に'つた

長崎市ハリアフリ

基本構想

(計画期間:R3~R刀

から、重点的信十画的にバリアフリー化を推進することができ

【関連計画】

●長崎市都市計画マスター

プラン

●長崎市立地適正化計画

●長崎市中心市街地活性化

基本計画

●長崎市公共交通総合計画

整合●長崎市観光振興計画2020

●長崎市高齢者保健福祉計

画・介護保険事業

●長崎市第4期障害者基本計

画

●長崎市地域まちづくり計

画

●長崎市子ども・子育て支

援事業計画

●長崎市住環境基本計画

など

と

「公共交通」

・低床化車両入

・スロープ設置など

本

特定事業計画

・公共交通・道路
・路外駐車場・都市公園
・建築物・交通安全・教育啓発

^

こと力に1 と認められる地区(重点整備地区)を定め、主に地区内の

想の

「建築物」

・手すり、サインの設置

・1}rレのオストメイト対応

段差改善など

<バリアフリー化に関する特定事業>

「路外駐車場」

手すり、エレベーター
設置

害者、車いす対応
のトイレ設置など

訂一ついて

「道路」

歩道勾配、段差改善

・点字ブロック設置など

ι

※R2年バリアフリー法改正により創設された、ソフト施策を中
心とした事業

3 バ1アフ1ーマスープーンと

①マスタープラン制度創設の経緯

①特定事業の調整が難航すること等から、全国的に基本構想作成率が低い(約2害D

②東京オリパラ開催を契機とし、バリアフリー化の一層の推'が必要

バリアフリーマスタープラン制度創設30 5

「交通安全」

・エスコートゾーン設置

・視覚障害者用付加装
置設置

0

.^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

②ノ゛Jアフリーマスタープランとは

'ことがに,であると認められる地区(移動等円滑化促進地区)を定め、主にバ1 アフ1

地区内のバリアフリー化を促進するため、市町村が のの ノ、

力やせ

<

,

<ノやノアフリー化の実現イメージ>

務合設等施設

「都市公園」

・点字ブロック設置など

「教育啓発※」

・教育活動、啓発活動

こと

゛

. バリアフリー化

「調整の容易化」「届出制度による連携」「ハ、りアフり、マツプ作成」 「交付金の重点配分」
バリアフリー状況について、旅客施設と道路の境目・ノやノアフリー化の方
市町村に情報提供義務が'鉄道との結節点におけ

向性を示すことで、複等において改修等を行う、せ、ナ風オ、る自由通路等の歩行空
{共有され、事化力下せ、バ1ア集が可能。間のユニバーサルデザ間のユニバーサルデザイ

に向けた準備期間をフり_化の要請や連携が※旅客施設道路才義務ン化を図る場円、交付ン化を図る場合、交付金
※建築物・駐車場・公園 の重点配分の対象。

設けることができる。可能。 =努力義務

》具体的な事業化の動きがなくても、地域におけるバリアフリー化の考え方を共有することが可能となり、具

体の事業計画であるb剌アフリー基本構想」の作成にもつながる。

既存施設

^^^^^^^

ナソ丈1 アフ1

<マスタープランを策定することの主な効果>
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地区 移動等円滑化促進地区

法第2条第20の2号の要件に該当する地区で、バリ

アフリー化を'ことがに广でると・
めらる
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1.

゛ー.

係団体等の主な見

●移動等円滑化推進協議会(令和元年Ⅱ月20日、令和2年3月19日)
「ソフト施策」

'物理的なバリアフリーに目が行きがち。ソフト面においてもバリアフリー化を進めることが大事で、その
ためには情報発信が非常に重要。

ツフト面については、より具体的な施策として盛り込まなけれぱイメージが湧かない。
「その他」

'子供用トイレが女子トイレに併設されており、イクメンが増える中で娘をトイレに連れてぃけない多機
能トイレに設置すべき。

,・●障害者・高齢者団体(令和2年2月13日)

[公^
・低床化車両を増やして欲しい。・宝町電停について、平面化して欲しい。
「歩道1

・点字ブロックにっいて、目立っ色にして欲しい。また、可能な限り設置して欲しい。
・歩車道ブロックの段差が高く、車椅子で通行しにくい。ちょっとした段差でっまづいてしまう。
・側溝のグレーチングの溝が広く白杖がひっかかる。また滑りやすぃ。
電柱、街路灯、標識など路上設置物が多く、無秩序に配置されてぃるため通行しにくぃ。
・石畳(レンガ)舗装は凸凹し歩きづらく、アスファルト舗装された場所を選んで歩く。・幅員が狭い。
「横断歩道」

・エスコートゾーンと歩道の点字ブロックが不連続になっている箇所がある。
「建築物等」

・施設のサインマークが統一されていない。・観光施設の看板を分かりやすくして欲しい。
・スロープが急こう配で自力で車椅子を利用することが考えられてぃない。
「1＼のバ1 アフ1

'歩道上に荷物、看板が置いてあり通行しにくい。・困ってぃるときに気軽に声をかけて欲しい
'点字ブロツク上で立ち止まったり、駐車をしないで欲しい。・バス・電車の席を譲るアナウンスをして
欲しい。

'車椅子用駐車桝に一般車が駐車している。・バス・電車の行先案内をしっかりして欲しい。
「その他」

'バリアフリー整備で改善された箇所の情報を伝えて欲しい。・バリアフリー化された施設を選んで
いく。

・観光施設の案内ムービーに字幕を入れて欲しい。・公共交通機関の乗換が必要な施設は利用

1叉リ リ ^
^

3

る現況整理

しない。
^^^^^^

2.バリアフリーにする況整理

市の動向や関係団体等からの意見を踏まえ、本市のバリアフリー化の現況を整理。
^

、①市の動向

●市政モニターアンケート(調査期間:令和元年5月30日~令和元年6月13日)
「ハード施策」

・ノ刈アフリー化により便利になると期待される施設上位は、「医療・福祉施設」と「歩道・横断歩道」。
一方、バリアフリー化が最も進んでいないと感じる施設は「歩道」。
また、移動が困難と感じるのは、「路面が傷んでいるとき(凹凸が多いなど)」や「急こう配の坂道を
通るとき」、「歩道が狭い、歩道がないとき」が多い

「心のバリアフリー」

「心のバリアフリー」という言葉を「知らない,あまり知らない人」の割合は約6割と半数以上。
「その他」

「/Wアフリー基本構想」の存在を「知らない・あまり知らない人」の割合は9割超と、ほとんど知られ
ていない

人口減少・少子高齢

化社会^

・立地適正化計画に
よる「コンパクト・プラ

ス・ネットワーク」の取
組み^

、、
、

、

、②移動等円滑化推進協議会

ソフト施策の充実

・ソフト面について、

具体的な施策として
盛り込む必要

100 にーの

ゴ翌

・都心部を中心に大
型事業や公共施設
の建て替えが進行

、

^

観光客の増加

・訪日外国人を含め
た観光客の増加

すー
③高齢者、障害者団体

公共交通機関のバリア

フリー化等

低床化車両の更なる
導入

・立体横断の平面化

・乗り換えが必要な施
設は利用しない

バリアフリーに関する

知識

・バリアフリー事業実
施者の知識に関する

課題

建築物のバリアフリー化

・スロープが急こう配
・看板の分かりにくさ、
サインが統一できてい
ない

メ曇道のバリアフリー

止

・点字ブロックの色

・歩車道ブロックやマ
ンホールの段差

・石畳(レンガ)舗装
の凸凹の歩きにくさ

側溝のグレーチン

グの溝の広さ、滑り
やすさ

路上設置物の多さ

など

1

_J

、

、

、
、

"④市政モニターアンケート(利用者・市民視点からの問題点)

心のバリアフリー

・歩道上への荷物や
置き看板の設置

点字ブロック上での

立ち止まりや駐車

・困っているときの声
かけ

・バス・電車のアナウ
ンス

車椅子駐車桝にー
般車が駐車

・歩道のバリアフリー
化が進んでいないと

感じる市民が多い

0)ノ、1

,

71

゛

、

バリアフリー情報の発

^

1 、(Dノ丈1

知度

「心のバリアフリー」
という言葉を知らない
市民が多い

バリアフリー箇所の
積極的な情報発信

・バノアフリーされた施

設を選んで行く

71 一の

^

、、

バリアフリー基本構

想の認知度

・本基本構想の存在自
体を知らない市民が多
い

ーーーーーー、ず ⑤その他

特定事業の着実な実

施

特定事業の着実な
実施が図られていな
い

J゛、

、

信
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【1田基本理念、基本方針

■基本理念

■基本方針

:●重点的・一体的なバリアフリー化の推進

1①誰もが利用しやすぃ旅客施設の整備

誰もが安心して利用しやすい旅客施設の整
備を図ります。

1②安心して利用できる歩行空間の確保
誰もが安心して利用できる歩行空間の確保

に向けたバリアフリー化の推進を図ります。

:③公共交通車両のバリアフリー化
バス車両、路面電車車両及びタクシー車両

のバリアフリー化の推進を図ります。

1④"坂の街""観光都市"の特性を踏まえたノやノ

1アフリー化
地形的制約により、バリアフリー歩行空間の

確保が困難な箇所があるため、主要な経路の
バリアフリー化を重点的に推進します。

また、歴史遺産等の資源や景観面に配し、

ハード面で対応困難な場合はソフト面の充実を
図るなど、誰もが安心して観光できるようなバリ
アフリー化の推進を図ります。

1⑤バリアフリー情報の充実

移動等に関する情報提供の充実を図るととも
に、情報を用意に入手できる環境整備の推進

1 を図ります。

規定なし

本理念と基本方針(バリアフリーマスタ

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法
律(バリアフリー法)

■基本理念

・高齢者、障害者等にとって日常・社会生活を営む上で障壁とな
る社会における事物、制度、慣行、観念など一切のものの除去。
・全ての国民が年齢、障害の有無などによって分け隔てられること
なく共生する社会の実現
■移動等円滑化の意義

以下の社会実現に大きな意義を持つ。
高齢者の自立と社会参加による、健全で活力ある社会
・共生社会・ユニパーサル社会・一億総活躍社会

■地方公共団体の責務

国の施策に準じて、移動等円滑化を促進するために必要な措置
を講ずるよう努めること。

全におけるバリアフリーをり巻く状況

■ H30、R2バリアフリー法改正》マスタープラン制度による更なる
バリアフリー化推進、心のバリアフリーの推進強化

■東京オリンピックパラリンピック開催

■訪日外国人観光客の増加

■ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策の総合的かつ一体的
な推進に関する法律の公布・施行

■人口減少・少子高齢化社会を背景とした立地適正化計画制度
創設》コンパクト・プラス・ネットワーク推進

ー゛

、

1●段階的・継続的なパリアフリー化と心のバリア 1
1フリー化の推進

:⑥協働による段階的・継続的なバリアフリー化
:の推進

段階的・継続的な取組みによるスパイラル

アップを行いながら、バリアフリー化の推進を図

ります。

:⑦みんなが支え合い、つながる心のパリアフ
Ij一の推進

福祉教育の充実、啓発・広報活動など意識
啓発に取組み、心のバリアフリーの推進を図り
ます。

課題①

課題②

課題③

課題④

課題⑤

プラン)

【新】基本理念、基本方針(案)

■基本理念
【長崎市が目指すバリアフリー化の姿】

住む人も訪れる人も、だれもが安全・安心・快適にすごせるまち

里基杢^
●ユニバーサルデザインを基本としたバリアフリー化の推進

「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」というユニバーサルデザイン
の考え方を踏まえ、各種施設等の整備を推進します。

特に、多くの市民や観光客などの来訪者が利用する様々な施設や観
光地などのバリアフリー化と、これらをっなぐ歩行空間のバリアフリー化に
つぃては、まちづくりの方向性との整合を図りながら重点的・一体的に推
進します。

既にバリアフノー化が図られた箇所においても、利用者の意見を聞き
ながら、定期的な修繕・改良に努めます。

2■

●公共交通のバリアフリー化の推進

・多くの市民や観光客の移動を支える路線バスや路面電車、タクシーな
どの公共交通車両のバリアフリー化を推進します。

主要な旅客施設においては、交通結節点としての機能を強化し、円滑
に乗り継ぎができる環境を整えます。

里基杢^
●みんなが支え合い、つながる心のバリアフリーの推進

・市民一人ひとりがノ刈アフリーに対する理解を深めるため、啓発・広報
活動などの取組みを推進します。

手助けや声かけなど具体的な行動にっなげていくため、幅広い教育活
動などの取組みを推進します。

・長崎を訪れる多様な人々を含め、だれもが不自由なくすごせるよう1
市民や事業者などと協働して心のバリアフリーを推進します。

皇基杢^
●バリアフリー情報の充実と発信

バリアフリーに関する情報の充実を図るとともに、どこでも、だれでも、自
由に、必要な情報を受け取ることができる環境を整え、情報発信を行い
ます。

旦基杢^
●連携と協働による段階的・継続的なバリアフリー化の推進

・ノ刈アフリー化は、関係機関が多岐にわたり、また、費用や整備内容の
面でも短期間で完了することが難しい場合もあることから、関係機関が
連携・協働し、段階的・継続的な取組みによるスパイラルアップを行い
ながら、バリアフリー化を推進します。

バリアフリー化事業を着実に実施していくため、移動等円滑化推進協

議会などによる定期的な進行管理や検証を行うとともに、必要に応じて
4見直しや新たな取組みを行います。

■市の動向

人口減少・少子高齢化社会の進展

・100年に一度のまちづくり・観光客の増加
■ハード分野に関すること

・高齢者、障害者団体から、特に歩道のバリアフリー化に関する意
見が多く、また、市政モニターアンケートの結果から、歩道のバリア
フリー化が進んでいないと感じる市民が多い
特定事業の着実な実施が図られていない

■ソフト分野に関すること

ツフト施策の充実と具体的策の盛り込み不足
心のバリアフリーを求める意見が多く、また、市民に認知されてい

ない

、、

,
゛

窮 のY

長,市のバリアフリーに関する'題

「まちづくりの方向性を踏まえたバリアフリー化の推進」

「歩道のバリアフリー化の推進」

「心のバリアフリーの認知と取組みの強化」

「ソフト施策の取組み強化」

「ノ刈アフリー事業の着実な実施」
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1.「移

【設定要件(法第2条第20の2号)】

①生活関連施設※1があり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩で行われる地

区(面積が40oha未満)

②生活関連施設及び生活関連経路地につぃてバリアフリー化の促進が特

に1'オ'

③バリアフリー化を促進することが、総合的な都市機能の増進を図る上で有効

かつ適切な地区

※1)生活関連施設:高齢者、障害者等が日常生活または社会生活において利用する旅客施設、官公庁
施設、福祉施設、病院、文化施設、商業施設、公園等をいう。

※2)生活関連経路:生活関連施設相互間の経路をいう。

円;化促進地区」の

移助等囲羽個個廻駒図《

定の考え方

^

卯ψワヲ叫〕匂認合]ヲヲン》

2.移円;化促進地区()

N

北部地域

拠点地区

立地適正化計画(都市機能誘導区域、居住誘導区

1 域等)

整合
【関連計画】

【「移動等円滑化促進地区」の設定方針】

立地適正化計画の「都市機能誘導区域を基本として、主に商業系用途地域

など公共交通の利便性が高く、徒歩圏内に都市機能が集積する「5地区」を設

定する。

※都心部地区は、都市機能誘導区域と中心市街地エリアを重ね合わせ、広い

方で設定する。

W E

中心市街地活性化基本計画(中心市街地エリア)

S

都心周辺部地区

暫

生

東部地域
拠点地区

都心部地区

畠

南部地域

拠点地区
.

0 0.5 1

凡例

^^^^゛、
移動等円滑化促進地区
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0 鉄道駅・軌道停留所

0 バス停留所

行政施設等

0 文化施設等

0 医療・福祉施設等

商業施設等

公園・緑地等

0 路外駐車場

:移動等円滑化促進地区
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1.「点整備地区」の定のえ方

【設定要件(法第2条第21号)】

①生活関連施設があり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩で行われる地区(面

積が40oha未満)

②生活関連施設及び生活関連経路にっいてバリアフリー化がに1'な

地区

③バリアフリー化の事業を重点的・一体的に行うことが、総合的な都市機能の増

進を図る上で有効かつ適切な地区

重 ■亀 備地区(バ1

^

アフ1 一基本

2.点整備地区()

←

【設定の考え方】

「移動等円滑化促進地区」のうち、日平均利用者数

力巧,000人を超える旅客施設があり、かつ生活関連

施設が高密度に集積している地区。

【「重点整備地区」の設定方針】

上記「設定の考え方」のもと、今後も官民問わず大型施設の開発が見込まれる都

心部地区」及び「都心周辺部地区」の2地区を重点整備地区として設定する。

想)

都心周辺部地区

令

暫

鳥

都心部地区

.

0 05

凡例

多房 重点整備地区

3 4 5
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'部地区(

沢長崎本線連続
立体交差事業

等円;化促進地区と同じ囲)

交流拠点

施設整備

長崎駅周辺士地
区画整理

九州新幹線西九州
ルート

長崎駅

ノ

重点整備地

長靭駅

長崎港ターミナル

◎

長時駅剤

長鵠県

崎

玉一工博

長崎氏史文化叫物館

劃慢晶

五島町

長南年金卓蒋所●

^リジ

(バノ

"ウ"
専

長勤
棲纃蚕
長崎痴院

長

、凡入●
喪嶋局
税

県庁跡地

桜町

長嶋市役所

暴仙市役所制酋J
嶋中典保尋

長的県農業

長断凱立園館

長崎市社会福祉会館

県営出晶駐

立回書館

長市窒,宴陣駐

町公園

フリー

2 心辺部地区(移等円滑化促進地区と同じ範囲)

耳

大

松が枝国際
ターミナル

2バース化

Im 2卯

"一→

出昆

出

泉喬常蛙

固

新大工町市街

地再開発

斌生長酔院

硬訪神社

市民会餌

蝿市民会館、市

市艮音個

北十^

t柱町寡

鱈、

新市庁舎建設

帥がね揺

如柚身

署

斬地中皐街

ケ

メデカルセノター

斬大工団

観光通

大捕淘岸通

署

伯香妻上榔聾行
長崎支居記崎孔

グラバー園

ターミナル

金趣地下駐車場

湊

」

大潮天主堂

ペ

賓店

」丁ーション病腔

5働11

思案悟

昭和会

罫

面積 298ha

【凡例】

圃鉄道駅・軌道停留所

バス停留所

行政施設等

文化施設等

医療・福祉施設等

商業施設等

公園・緑地等

0 路外駐車場

f.^移動円滑化促進区峨案

長崎大学
'.

県営野夢色堤

平和公園

岩屋撰
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令和3.1月

今倹@易@勞呂[の《局窟》

基本的な方針整理

3月
移動等円滑化推進協議会

(ノ゛ノアフリーマスタープラン素案・バリアフリー基本構想素案)

議会(基本的な方針説明)

4~5月
パブリ、yクコメント

(バリアフリーマスタープラン素案・バリアフリー基本構想素案)

議会

(バリアフリーマスタープラン案・バリアフリー基本構想案)

移動等円滑化推進協議会

(ノ刈アフリーマスタープラン案・バリアフリー基本構想案)

策定・公表



2 長崎市駐車場事業特別会計における経営戦略の策定について

経営戦略の概要

(1)経営戦略とは

各公営企業が将来にわたって安定的に事業を継舮、してぃくための中長期的な経営の

基本計画のこと。

その中心となる「投資・財政計画」は、施設・設備に関する投資の見通しを試算し

た計画(投資試算)と、財源の見通しを試算した計画(財源試算)を構成要素とし、投

資以外の経費も含めた上で、収入と支出が均衡するよう調整した収支計画のこと。

※総務省より、各地方公共団体に対して公営企業の経営戦略を令和2年度までに策定す

るよう要請あり。

0 長期の人口減少推計を
踏まえた将来の需要予測
等に基づく合理的な投資額
の設定

0 長寿命化等による平準化
等

戦略[イメージ]

反映

反映

中長期(30年程度以上)
を見通した

アセット(ストック)マネジメント

財源試算

0 料金、企業、一般

会計繰出金等の水準

等の見直し

・広域化等
・指定管理者制度、包括的民間委託
・PPP/PF1等

投資・財政計画の策定
(計画期間は基本10年以上)

マ゛、メン

組織,人材,定員,
給与の適正化

^

その他の経営盤強化
の取組(1CT活用等)

PDCAサイケル

◆毎年度、進捗理

◆計画と実の示の
検証

◆3~5年ごとの見直し

上゛ーレ

等

^ .

※総務省資料より抜粋

「、=こ

ロ
ロ



( 2 ) 事業の会計区分

会計区分会=十の種類 説 明

・地方公共団体の会計の中心をなすもの

・地方公共団体dXテ政運営の基本的な経費を網羅し

て計上している会計

.特別会計で計上される以外のすべての経理を一般

会計で処理しなければならない

.特別会計の設置が法令上義務づけられているもの

(国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療事

業特別会計等)

・地方公営企業去a)」直用が義務付けられた事業又1ネ条

例による同法の適用事業

(bk道事業、工業用水道事業、病院事業、休養宿

泊事業等)

.地方公営企業法の適用が義務付けられていない事業

(条例により任意に同法を適用することは可能)

簡易水道事業、下水道事業、市場事業、宅地造

成事業、駐車場事業等)

(3)「経営戦略」策定の定義(経営戦略策定ガイドライン(H31.03)より)

ア企業(事業)及ぴ地仏戊の現状と、これらの将来見通しを踏まえたものである

イ計画期間が10年以上となつていること

ウ計画期問内に収支が均衡していること

工効率化・経営健全化のための取組方針が示されていること

オ進捗管理や見直し等の経営戦略の事後検証、更新等に関する考え方が記載債され

ていること

力住民・議会に公開されていること

(4)経営戦略にする内容(経営戦略策定・改定マニュアル(H31.01)より)

ア計画期間

イ事業概要

・事業形態、料金形態、現在の経営状況

ウ将来の事業環境

.駐車場需要の見通し、料金収入の見通し、施設の見通し、組織の見通し

工経営の基本方針

オ投資・財政計画(収支計画)

力公営企業として実施する必要性など

キ経宮戦略の事後榔正、改定等に関する事項

普
通
会
計

一
般
会
計

法
適
用
法
非
適
用

公
営
企
業
会
計

地
方
公
共
団
体
の
会
計

特
別
会
計



2 長市駐車場事業特別会計における経営略(案)

(1)策定の目的

駐車場事業特別会計においては、駐車場施設の老朽化に伴う更新需要の増大、少子

高齢化の進行、人口減少による駐車場利用台数の減に伴う料金収入の減少等により、

経営環境は厳しさを増しつつある。

そのため、各駐車場の経営について的確な現状把握を行った上で、将来を見据えた

計画的な経営に取り組み、施設を適切に維持しつつ、経営の効率化、収支の健全化を

図るため、策定するものである。

(2)経営戦略(案)の策定単位

市営駐車場ごとに策定(8市営駐車場)

(3)経営戦略(案)の概要

ア計画期間

桜町駐車場:令手口2年度~令和17年度

上記以外:令手口2年度~令和50年度

イ経営の基本方針(各市営駐車場共通)

●基本方針1:安全安心な葹設の維持

定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を計画

的に更新し、利用者が安心して安全に利用できるよう駐車場施設の維持・管理に

努める。

●基本方針2:営の効剰ヒ

将来にわたり安定した駐車場経営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理

費のコスト縮減などに努め、より一層の経営の効率化を図る。

■基本方針3:収支の健全化

収入減により駐車場経営に支障をきたさぬよう、健全な経営を確保するため、

駐車場の利用促進を図り、安定した収入の確保に努める。

ウ投資・財政計画(収支計画)

(ア)投資試算

a 長寿命化修繕計画に基づく施設整備(修繕費、工事費)

b 設備更新計画に基づく設備更新(修繕費、工事費)

C 大規模改修による施設更新(大規模改修工事費、建替工事費)

公共施設マネジメントによる公共施設の適正配置基準(案)に基づき整理

・令和元~2年度:茂里町地下駐車場再整備(平面化)

・令和17年度:桜町駐車場廃止(上屋の解体)

・令和19~20年度:市民会館駐車場設備改修

・令和21~22年度:松が枝町駐車場建替

・令和35~36年度:松が枝町第2駐車場改修(平面化)



・令和39~40年度:平和公園設備改修

・令和42~43年度:松山町駐車場設備改修

(イ) Rオj原試算

a 駐車場納付金

.指定管理者からの納付金の協定額を自動車保有台数の推計値で補正

b 土地使用料、財産収入、雑入

・過去10年の最低値を使用

C 地方債

・投資試算に伴う工事請負費該当の起債借入額を使用

(ウ)その他投資以外の経費の試算

・駐車場事業を継続する上で必要となる経費(光熱水費、役務費、修繕費、委託

費、公課費)につぃて、過去10年間の平均値を使用

(エ)その他

a'消費税率の取扱い

・計画期間中の消費税率は現行の10%を使用

b 公債費における利率の取扱い

.令和2年度以降の起債予定のものにつぃて、償還期間20年(うち据置3年)、

金利1.01ψ0、元利均等償還計算を使用

工経営戦略の事後検証、改定等

策定した経営戦略につぃて、定期的に進捗状況等の分析・三判西などの検証を行うと

ともに、利用者の二ーズや社会環境の変化等を踏まえ、適宜修正を行っていく。

具体的には、毎年の決算が公表された後、経営戦略の収支計画との玩離や他の計画

との整合などを検三正し、後年に影響が出てくる場合は、収支計画を修正する。

なお、経営戦略の改定を行った際は、市のホームページ上に公表する。

(4)各市営駐車場の経営戦略(案)の概要

別紙のとおり

13



「長崎市駐車場

駐車名
項目

計回期

事業開始年月日

収容台数

特別会計営戦略(案)」の概要(1)

営業時間

桜 町

令和2年度~令和17年度

昭和46年7月1日(平成8年4月1日:ニ

普通車:170台二輪車:44台

民問活用の状況

現在の経営状況

・毎年の決確定後、本経営戦略の収支計画との乘雌
などを分析・検証し適宜改定
・改定後はホームページ上に公表

午前7時から午後10時まで

・令和元年度は単年度黒字、一般会計からの繰入金に
存しない経営状況

・令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により
益が減少しているものの、単年度黒宇を維持できる

見込み

駐車場需要の見通し

指定管理者制度(利用料金制)

化)

・過去5年間(H27~RI)の利用台数は、年4%前後の減
少率で推移しており、今後もこの傾向は続くものと想定
・令和4年度以降は新市庁舎開庁により利用台数への
影響が懸念

施設の見通し

市 民会館地

令和2年度~令和50年度

昭和49年1月14日

普通車:1舶台二輪車:73台

組織の見通し

・供用開始後令和3年3月末で49年経過
・計画的に改修・修繕を実施し、用年数(令和17年度)
までは現施設を維持
・現市庁舎跡地の活用計画などとの調整を図りながら、

務駐車場としての必要性がなくなった場合には
止

・今後も指定管理者制度(利用料金制)を活用した管理運営を継続
・現状は市営駐車場全体で職員2名体制となっているが、今後、業務

経営の基本方針
(各駐車場共通)

午前7時から午後10時まで

・令和元年度は単年度黒字、一般会計からの繰入金に
依存しない経営状況
・令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により
収益が減少しているものの、単年度黒字を維持できる
見込み

投'計画

・ 1'ナ'1:

定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を計画的に更新し、利用者が安心して安全に利用できるよう駐車施設の維持・管理に努める。
2:

将来にわたり安定した駐車場経営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理のコスト縮減などに努め、よりーの経営の効率化を図る。
3・

収入減により駐車場経営に支障をきたさぬよう、健全な経営を確保するため、駐車場の利用促進を図り、安定した収入の確保に努める。

・施設本体の改修等を長寿命化修繕計画、設備更新計画に基づき計画的に実施

・主要な財源となる指定管理者からの納付金額を現在水準で雑持
・行政財産の付(自動販売機設など)による収入の確保

・社会情勢や周辺駐車場の料金体系等を踏まえ、安定した駐車場経営ができるよう適正な料金設定につぃて検討

・市民会館との連携
・イベント等に対応した営業時間の設定・定期駐車券の継続
・子マネー対応精機の入

子マネー対応機の入
などなど

指定管理者制度(利用料金制)

財源計画

下

利用料金

利用者増加に向けた
取組

・平成28年度以降ほぼ横ぱいで推移してきたが、令和
・過去5年間(H27~RI)の利用台数は、年3%前後の減元年度は新型コロナウイルス染症の影響により減少
少率で推移しており、今後もこの傾向は続くものと想定・令和2年度も新型コロナウイスル感染症の影響を受け
・新市庁舎開庁により利用台数の増加が期待 利用台数が大きく減少しているものの、終息すれぱ、従

前の利用状況に回復するものと想定

枝 町

令和2年度~令和50年度

昭和51年7月1日

普通車:39台二軸車:10台バス:16台

フ/20~10/9:午前7時から午後10時まで
12/1~2月末日:午前7時30分から午後6時まで

上記以外:午前7時から午後7時まで

指定管理者制度(利用料金制)

財政シミュレーション

公営企として実施する必
要性など

・供用開始後令和3年3月末で47年経過
・計画的に改修・修繕を実施し、現施設を維持
・市民会館建替え時には新たな施設の規模に応じた附

務駐車台数を確保、市民会館が廃止された場合に
は廃止

イベント等に対応した営業時間の設定
・定期駐車券の継続
など

経営戦略の後検証、改
定等に関する項

別紙のとおり

・本駐車場は、主に隣接する市役所来庁者のための駐
場としての機能を有しているため、本市による運営が

適当

・令和元年度は単年度黒宇、一般会計からの繰入金に
依存しない経営状況
・令和2年度は新型コロナウイルスの影響により収益が
大きく減少し、一般会計から繰入
・令和3・4年度は利用料金併用制の適用となり、指定
管理委託料の支払いが発生する見込み

・イベント等に対応した営業時問の設定
・定期駐車券の継続
・電子マネー対応精機の入
など

・毎年の決確定後、本経営戦略の収支計画との乘雛
などを分析・検証し適宜改定
・現市庁舎跡地の活用計画などとの調整を図りながら、
本経営戦略の見直しを実施
・改定後はホームページ上に公表

を見直すことなどにより職員の適正な配に努める。

松が枝町第2

令和2年度~令和50年度

平成2年3月

普通車:97台二輪車:27台バス:12台

・供用開始後令和3年3月末で"年経過
・計画的に改修・修繕を実施し、現施設を維持

別紙のとおり

・本駐車場は、市民会館の地下にあり、主に市民会館
利用者の駐車場としての機能を有しているため、本市1
よる運営は適当

・令和元年度は単年度黒宇、一般会計からの繰入金に
依存しない経営状況
・令和2年度は新型コロナウイルスの影響により収益が
大きく減少し、一般会計から繰入
・令和3・4年度は利用料金併用制の適用となり、指定
管理委託料の支払いが発生する見込み

・平成28年度以降年4%前後の減少率で推移している
が、令和元年度は新型コロナウイルス感染症の影響も
要因
・令和2年度は新型コロナウイスル感染症の影響を受け
利用台数が大きく減少しているものの、終息すれぱ、従
前の利用状況に回復するものと想定

午前7時から午後8時まで

(別紙1)

指定管理者制度(利用料金制)

・毎年の決確定後、本経営戦略の収支計画との垂離
などを分析・検証し適宜改定
・市民会館の動向等に注視しながら、本経営戦略の見
直しを実施
・改定後はホームページ上に公表

・供用開始後令和3年3月末で30年経過
・計画的に改修・修繕を実施し、現状の施設を維持
・松が枝地区における港整備等により駐車場機能が
確保される場合には建物を解体(平面化)

別紙のとおり

・本駐車場は、グラバー園など本市の観光施設への訪
問者のための駐車場としての機能を有しているため、本
市による運営は適当

・毎年の決確定後、本経営戦略の収支計画との禾離
などを分析・検証し適宜改定
・松が枝地区の港,整備等と調整を図りながら、本経営
戦略の見直しを実施
・改定後はホームページ上に公表

別紙のとおり

・本駐車場は、グラバー園など本市の観光施設への訪
問者のための駐車場としての機能を有しているため、本
市による運営は適当

事
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計
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、

「長崎市駐車場事業特別会計経営戦略(案)」の概要(2)

項貝
駐車場名

計画期間

事業開始年月日

収容台数

営業時問

民問活用の状況

茂

令和2年度~令和50年度

現在の経営状況

里

直営
(令和3年度から利用料金制による指定管理者制度導入)

令和3年2月1日

普通車:135台

・令和3年度から指定管理者制度を導入するが、新型コ
ロナウイルス感染症が継続する前提での導入であり、
利用料金併用制を採用
・令和元~2年度に再整備(地下才平面化)を実施した
ことにより収支の改善が期待できるが、今後、元利償還
金の返還が発生

駐車場需要の見通し

町

24時間

・過去5年間(H27~RI)の利用台数(茂里町地下)は年
5%前後の滅少率で推移
・令和2年度は新型コロナウイルスの影響を受け利用台
数が大きく減少しているが、終息すれぱ従前の状況に
回復するものと想定

施設の見通し

平

組織の見通し

・供用開始後令和3年3月末で2ケ月経過
・計画的に改修・修繕を実施し、現施設を維持

和

令和2年度~令和50年度

経営の基本方針
(各駐車場共通)

普通車:92台二輪車:6台バス:32台

平成6年8月1日

地上部:24時間
地下部:午前7時から午後8時まで

公

・今後も指定管理者制度(利用料金制)を活用した管理運営を継続
・現状は市営駐車場全体で職員2名体制となっているが、今後、業務量を見直すことなどにより職員の適正な配置に努める。

・令和元年度は単年度黒字、一般会計からの繰入金に
依存しない経営状況
令和2年度は新型コロナウイルスの影響により収益が
大きく減少し、一般会計から繰入
・令和3・4年度は利用料金併用制の適用となり、指定
管理委託料の支払いが発生する見込み

投資計画

指定管理者制度(利用料金制)

定期的な施設の点検・修膳を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を計画的に更新し、利用者が安心して安全に利用できるよう駐車場施設の維持・管理に努める。

園

財源計画

将来にわたり安定した駐車場経営を目指し、指定管理者制度の継続、維持管理費のコスト縮減などに努め、より一層の経営の効率化を図る。

1・・

利用料金

利用者増加に向けた
取組

収入減により駐車場経営に支障をきたさぬよう、健全な経営を確保するため、駐車場の利用促進を図り、安定した収入の確保に努める。

・過去5年問(H27~RI)の利用状況は、バスは増減が
あるものの、普通車は年5%前後の減少率で推移
・令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受け
利用台数が大きく減少しているものの、終息すれぱ従
前の状況に回復するものと想定

2:の

・施設本体の改修等を長寿命化修繕計画、設備更新計画に基づき計画的に実施

3:

、ナ、

・主要な財源となる指定管理者からの納付金額を現在水準で雑持
・行政財産の貸付(自動販売機設置など)による収入の確保

財政シミュレーション

公営企業として実施する必
要性など

松

・社会情勢や周辺駐軍場の料金体系等を踏まえ、安定した駐車場経営ができるよう適正な料金設定について検討

・ブリックホールとの達携
など

・供用開始後令和3年3月末で26年経過
・計画的に改修・修繕を実施し、現施設を維持

令和2年度~令和50年度

経営戦略の事後検証、改
定等に関する事項

山

地上部:24時問
地下部:午前7時30分から午後10時まで

普通車i292台バス:10台

平成9年11月3日

・本駐車場は、主に隣接するブリックホールやハートセ
ンター利用者のための駐車場としての機能を有している
ため、本市による運営が適当

・令和元年度は単年度黒字、一般会計からの繰入金に
依存しない経営状況
・令和2年度は新型コロナウイルス感染症の.影響により
収益が減少しているものの、単年度黒字を維持できる
見込み

、

町

指定管理者制度(利用料金制)

・毎年の決算確定後、本経営戦略の収支計画との禾敲
などを分析・検証し適宜改定
改定後はホームページ上に公表

別紙のとおり

・過去5年問(H27~RI)の利用状況は、ほぽ横ぱいで
推移してきたが、令和元年度は新型コロナウイルス感
染症の影響により減少
・令和2年度も新型コロナウイスル感染症の影響を受け
利用台数が減少しているものの、終息すれぱ従前の利
用状況に回復するものと想定

長崎駅西口自動車'整理場

・パーク&ライド駐車場としての運用継続
・イベント等に対応した営業時間の設定
・電子マネー対応精算機の導入
など

・供用開始後令和3年3月末で23年経過
・計画的に改修・修繕を実施し、現施設を雑持

令和2年度~令和50年度

令和2年3月28日

直営
(令和3年度から利用料金制による指定管理者制度導入)

普通車:18台

・本駐車場は、主に平和公園訪問者のための駐車場と
しての機能を有しているため、本市による運営は適当

(別紙1)

・令和2年度の単年度収支は黒宇の見込みで、一般会
計からの繰入金に依存しない経営状況となる見込み
・令和3年度から指定管理者制度(利用料金制)を導入

24時間

・毎年の決算確定後、本経営戦略の収支計画との飛難
などを分析・検証し適宜改定
・改定後はホームページ上に公表

別紙のとおり

・令和2年度は約10.000台の利用台數となる見込み
・今後も令和2年度と同様な状況が続くものと想定
・令和4年度以降は、収容台数の滅に伴い利用台数も
減少する見込み

,

・供用開始後令和3年3月末で1年経過
・計画的に改修・修繕を実施し、現施設を維持
・令和4年度の長崎駅東口駅前交通広場の整備に伴
し.、、収容台数を18台から9台に変更する予定

リξーク&ライド駐車場としての運用継続
・イベント等に対応した営業時間の設定
・定期駐車券の継続
・電子マネー対応精算機の導入など

・本駐車場は、主に平和公園内に位置する様々なス
ボーツ施設利用者のための駐車場としての機能を有し
ているため、本市による運営は適当

・毎年の決算確定後、本経営戦略の収支計画との乘離
などを分析・検証し適宜改定
・改定後はホームページ上に公表

別紙のとおり

・電子マネー対応精算機の導入
など

・本整理場は、長崎駅やその周辺施設利用者の一時的
な短時間駐車のための施設であるため、本市による運
営は適当

・毎年の決算確定後、本経営戦略の収支計画との乘雛
などを分析・検証し適宜改定
・長崎駅東口駅前交通広場計画との調整を図りながら、
本経営戦略の見直しを実施
・改定後はホームページ上に公表

別紙のとおり
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収支・起債・歳出歳入

2000百万円

1500百万円

長崎市駐車場事業特別会計財政シミュレーション(H20:2008年度~R50:2068年度)

松が枝町P建替

(R21~R22)
平和公園P設備改修

(約13.5億円)
(R39~R4の

市民会館P設改修※2

(約5.6億円)(R19~R2の

(約1.1億円)

1000百万円

茂里町地下P平面イ

(RI~R2)

(約2.5億円)

基金創設

H30~

500百万円

く9'くP、島 6J' 6、,' 6$'(ゞ),も心)゛'゛゛゛)゛ζ1,゛゛)゛ゞ>'レ゛極コ゛芬) 4、,小 4コ゛)モ9 4、,々,々や(や

' 500百万円

町P 止※1

(R17)

(約2.5億円)

※1:現市庁舎跡地の活用計画などを踏まえ、桜町駐車場のあり方を検証

※2:市民会館の動向などを踏まえ、市民会館地下駐車場のあり方を検証

※3:松が枝地区における港湾整備計画などの動向を踏まえ、松が枝町第2駐車場のあり方を検証

'500百万円

松が枝町第2P平面化※3

(R35~胎6)

(約3億円)

単年度収支

基金残高

2000百万円

松山町P設備改修

(R42~R43)

(約8,6億円)

起 還(元金)

1500百万円

起 還(利子)

邑一'画

1000百万円

歳入 歳出

500百万円

^基金残高

0円



収支・起債・歳出歳入

300百万円

250百万円

長崎市駐車場事業特別会計桜町駐車場財政シミュレーション(H29:2017年度~R17:2035年度)

金残高約3.5億円一ーーーーー^

200百万円

別館跡地の駐車場供用開始に伴

う公用車駐車場としての利用終了

による増(R8:2026年度)

新市庁舎開庁に伴う公用車

駐車場所としての利用開始

こよる減(R5:2023年度)

150百万円

100百万円

50百万円

0円

2017年2018年2019年2020年2021年2022年

単年度収支

2023年

起

基金残高

400百万円

2024年2025年

還(元金)

R17桜町P廃止※

(約2.5億円)

350百万円

2026年2027年

起還(利子)

300百万円

2028年2029年

歳入

250百万円

200百万円

2030年

歳出

※現市庁舎跡地の活用計画などを踏まえ、あり方を検証

2031年2032年2033年2034年2035年

ー'一基金残高

150百万円

100百万円

50百万円

0円



収支・起債・歳出歳入

100百万円

長崎市駐車場事業特別会計市民会館地下車場財政シミルー泊ン(H29:2017年度~R50:20能年度)

市民会館P設備改修※

(R19:2037年度~R20:2038年度)

(約1.1億円)

50百万円

単年度収支

基金残高

800百万円

起

基金残高約7.5

還(元金)

700百万円

※市民会館の動向などを踏まえ、市民会館地下駐車場のあり方を検証

起

600百万円

還(利子)

500百万円

歳入

400百万円

歳出

300百万円

^基金残高

200百万円

100百万円
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収支,起債・歳出歳入

700百万円

印0百万円

長崎市駐車場事業特別会計松が枝町駐車

500百万円

400百万円

松が枝町P建替え

(R21:2039年度~R22:2040年度)

(13,5億)

300百万円

200百万円

100百万円

財政シミュレーション(H29:2017年度~R50:2068年度)

0円

金残高約'10.5

(基金取り崩し)

単年度収支

円

基金残高

100百万円

起 還(元金)

'100百万円

^起

'300百万円

' 1500百万円

(利子)

' 500百万円

歳入

'700百万円

▲900百万円

一倉一基金残高

' 1100百万円

' 1300百万円

塒
器
O
N

出
岱
口
~

塒
壌
月

出
拾
O
N

出
芯
O
N

塒
鐙
O
N

出
謎
又

塒
●
又

塒
念
又

出
誘
O
N

斯
謡
0
~

塒
卜
山
0
~

塒
拐
月

出
誘
O
N
 
出

針
寸
の
O
N
 
歳

出
誘
O
N

婿
Ⅸ
0
~

塒
宗
0
~

畍
吊
0
~

出
舞
禽

塒
伽
寸
又

針
=
又

出
中
寸
O
N

婿
響
又

出
寸
寸
R

塒
m
寸
又

塒
~
苫
~

塒
=
0
~

獣
0
寸
O
N

出
需
0
~

塒
需
0
~

針
希
0
~

出
Φ
曽
~

畍
山
m
o
N

斯
寸
m
o
~

出
需
0
~

塒
~
零
N

出
一
零
~

出
吊
0
~

出
禽
0
~

出
伽
N
O
~

塒
入
容
~

塒
中
容
~

出
弐
又

塒
寸
容
N

批
円
0
~

塒
~
N
O
N

出
一
N
O
~

塒
又
0
~

出
ヨ
0
N

瓣
鴇
R

出
卜
一
又



収支・起債・歳出歳入

400百万円

350百万円

長崎市駐車場事業特別会計松が枝町第2駐車場財政シミルーション(H29:2017年度~R50:2068年度)

300百万円

250百万円

200百万円

150百万円

100百万円

50百万円

松が枝町第2P平面化※

(R35:2053年度~R36:2054年度)

(約3億円)

単年度収支

金残高約1.8億円

^^^^^

基金残高

400百万円

起 還(元金)

※松が枝地区におナる港湾整備計画などの動向を踏まえ、松が枝町第2駐車場のあり方を検証

起

300百万円

還(利子) 歳入

200百万円

歳出 一金一基金残高

100百万円
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収支・起債・歳出歳入

250百万円

200百万円

長崎市駐車場事業特別会計茂里町車場財政シミュレーション(H29:2017年度~R50:2068年度)

150百万円

100百万円

50百万円

0円

茂里町地下P平面化

(RI:2019年度~R2:2020年度)

(約2.5億円)

'50百万円

金残高約'0.2億円

(基金取り崩し)

単年度収支

基金残高

100百万円

起 還(元金)

50百万円

起

百万円

(利子)

'50百万円

歳入

'100百万円

歳出

▲ 150百万円

^基金残高

'200百万円

' 250百万円

'300百万円
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収支・起債・歳出歳入

400百万円

350百万円

長崎市駐車場事業特別会計平和公園駐車場財政シミュレーション(H29:2017年度~R50:2068年度)
基金残高

400百万円

300百万円

250百万円

200百万円

150百万円

100百万円

50百万円

平和公園P設備改修

(R39:2057年度~R40:2058年度)

(約5.6億円)

単年度収支 起債還(元金)

基金残高▲12億円

(基金取り崩し)

300百万円

^起 還(利子)

200百万円

歳入

100百万円

歳出

百万円

^基金残高

'100百万円

'200百万円
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収支・起債・歳出歳入

600百万円

500百万円

長崎市駐車場事業特別会計松山町駐車場財政シミュレーション(H29:2017年度~R50:2068年度)

基金残高

約33億円

400百万円

300百万円

200百万円

松山P設備改修(R42:2060年度~R43:2061年度)

(約8,6億円)

100百万円

0円

単年度収支

基金残高

印0百万円

起 還(元金)

500百万円

起 還(利子)

400百万円

歳入

300百万円

歳出

200百万円

一金一基金残高

100百万円

0円
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収支・起債・歳出歳入

10百万円
R3:2021年度指定管理者制度

(R2:2020年度までは直営)

長崎市駐車場事業特別会計長崎駅西口自動車整理場財政シミュレーション
(RI:2019年度~R50:2068年度)

5百万円

駐車台数の縮小(18台⇔・9台)による収入減

(R4:.2022年度予定)

入

単年度収支

基金残高

起償還(元金)

70百万円

____」
金残高約.05億円

60百万円

起 還(利子)

50百万円

歳入

40百万円

歳出

30百万円

一会一基金残高

20百万円

10百万円
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